
遠隔監視センシングシステム
地下タンク等に貯蔵された燃料の残量を遠隔監視するセンシングシステムです。
４－２０ｍＡを出力するレベルメータに接続することでＩｏＴクラウドを通じて、
パソコンやスマートフォンで残量等を確認することができます。
残量が設定したしきい値を超えたらＳＮＳでお知らせします。

状況表示例
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遠隔監視センシングシステム

株式会社コーギケン
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注　意

本機器の設置、取扱の前に付属の取扱説明書を必ずお読みください

型式

仕　様
仕様概要

入力インタフェース

RMS-111

RMS-111

LTE  Cat．M1無線インタフェース

電流信号入力　2ポート

使用温度範囲 -10～45℃/15～100％RH（被水可）

電源 電池駆動（標準交換周期1年）

最大消費電流 6V　70ｍA

設置環境 屋外/屋内

質量 約0.8kg

材質 ポリカーボネート

遠隔監視センシングシステム

測定情報表示

地図表示
地図表示によって、タンクの位置
や燃料の残量を確認できます。
タンクの数が多くてもグループ
分けができるため、管理が容易
です。

測定情報では過去の測定情報を
リストで確認できます。
タンク情報の絞り込みで油種や
計測期間を設定することで特定
の情報を検索できます。
測定期間をグラフで表示するこ
とができ、燃料の推移を一目で
確認できます。
CSV出力をすることで、情報をエ
クセルに出力できます。
その他に各タンクへの配送ルー
トの計画を立てられます。

株式会社コーギケン
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このカタログNO.は69-0124-01Aこのカタログに掲載されている仕様などは予告なく変更することがあります




